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［成果の内容］ 

茨城県水戸市にある財団法人鯉淵学園農業栄養専門学校の構内において、2004 年 4 月

に造成された、水路や池から成るビオトープ（図１）で、2006 年からトンボ類成虫および

水生昆虫（水生コウチュウ類成虫・幼虫、水生カメムシ類成虫・幼虫、トンボ類幼虫）の

調査を行いました。 

トンボ類成虫および水生昆虫の種数は、2007 年には 2006 年より増加しました（図２）。

この原因は、周辺から移入した種が徐々に定着したこと、水路や池内の水生植物および周

辺の陸生植物が増加・成長して昆虫類にとっての生息環境が好適になったことが考えられ

ました。 

しかし種数は、2008 年には減少しました。減少の原因として、水路や池の水底に泥が堆

積して水生昆虫類にとっての生息環境が悪化したことが考えられたため、2008 年 12 月に

水路および池の全体にわたって浚渫（泥の掘り上げ）を行ったところ、トンボ類は 2009 年

から、水生昆虫は 2010 年から種数が再び増加しました（図２）。また 2008 年に見られな

くなった種が 2009 年以降に再び出現したこと（表１）、2009 年以降のトンボ類の種構成

が 2007 年と類似していたこと（表２）から、浚渫によって水生昆虫の種構成が種数減少

前の状態に回復したことが分かりました。 

造成から 4 年後に浚渫が必要になったことから、ビオトープの生物多様性を保全するた

めには、生息環境を悪化させないような管理が必要であることが分かりました。 

この研究で得られた、昆虫種数の経年変化とビオトープの生息環境や管理との関係は、

今後のビオトープの造成や管理に活用されることが期待されます。 
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ビオトープにおける水生昆虫の多様性は 

水底への泥の堆積によって低下する 

 ［要約］ 

水路と池から成るビオトープにおける水生昆虫の種数は、造成後の年数とともに、初め

は増加しましたが、泥の堆積によって減少しました。水生昆虫の多様性を保全するため

には、浚渫など、生息環境を悪化させない管理が必要です。 

［背景と目的］ 

水辺の生物保全のために、各地にビオトープが造られています。しかし、造成後の生

物多様性の変化やビオトープ管理が生物多様性に及ぼす影響についてはほとんど研究さ

れていません。そこで、水戸市に造成されたビオトープにおいて、水生昆虫を対象に、

造成後の年数による種数の変化、およびその変化とビオトープ管理との関係を明らかに

するために調査を行いました。 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ビオトープの構成 

矢印は水流の方向を示しま

す。マコモ人工湿地は、水質浄

化のためにマコモを植えた湿

地です。調整水路は増水時だ

け水が流れます。面積は 2000 

m2 です。トンボ類成虫は網掛

けした範囲で、水生昆虫は池

および池を結ぶ水路（色の濃

い部分）で調査しました。 

図２ 各年に確認されたトンボ類成虫（左）と水生昆虫（右）の種数の変化 

トンボ類は捕虫網による捕獲と目視で、水生昆虫はたも網を用いて水中をすくい取

る方法で、調査しました。各点に付した数値は種数を示しています。青丸は 5 月～

9 月または 10 月の 4 回の調査結果を、赤丸は 6 月と 8 月の 2 回の調査結果を示し

ます。2008 年に種数が減少しましたが、浚渫を行った翌年または翌々年から再び増

加したことが分かります。 
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表２ トンボ類成虫種構成の類似度 

2007年と 2008年に対する各年の種構成の

類似度（Pianka のα指数：値が 1 に近いほ

ど類似している）を示します。2007 年に対

して、2008 年には類似度が下がりました

が、2009 年以降は再び高くなり、種構成が

元に戻ったことが分かります。 

表１ 2008 年に見られなくなった種数

と 2009 年以降再出現した種数 

2007 年に確認されたが 2008 年には確

認されなかった種数とそれらのうち

2009 年以降に再度出現した種数を示し

ます。 

2009年 2010年 2011年

トンボ類成虫 5 2 4 4

水生昆虫 5 4 4 ----

2008年

に消失

再出現
分類 2008年 2009年 2010年 2011年

2007年 0.67 0.91 0.87 0.84

2008年 ---- 0.71 0.73 0.66
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